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Ⅰ　はじめに
　専門職養成課程における実習の重要性と，実習施設との協働の必要が指摘されている。
保育士養成においても，全国保育士養成協議会における保育実習指導のミニマムスタン
ダード作成にみられるように，実習施設と養成校との協働の重要性が強調されている１）。
保育所実習に関する実習指導ガイドラインの作成に取り組む増田ら（2011）のように，そ
の具体化に向けた研究も進められている 2）。
　しかしながら施設実習については，対象となる施設の種別が多岐にわたっており，実習
内容も実習先によって大きく異なるという特徴がある。野上ら（1998）が施設実習受け入
れ施設に対して行った実習に対する意識調査では，施設種別ごとに，実習目的，指導内容
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抄　　録
　保育士養成校と保育実践の場である実習園・施設との協働による実習指導の必要性が指
摘されている。施設実習の場合，実習先が多様な種別にわたるという点で，保育所実習と
は大きく異なる。それらの違いに配慮した実習指導・内容の工夫は現実には大変難しく，
事前指導では共通項に重点を置いて伝え，実習内容については各施設に委ねるというケー
スが多いと考えられる。本研究では，実習施設の一つである児童養護施設における保育実
習Ⅰについて，日誌の指導を中心に，施設と養成校とが協働し，実践をふまえた実習指
導に試行的に取り組んだ。その結果，学生にとっては子ども理解に必要な観察の視点の獲
得，ふりかえりの意義と重要性の理解や職員との良好な関係づくり，受け入れ施設職員に
とっては，実習生の日誌記述をとおした入所児童の理解の深まり等の効果が得られること
が確認された。
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